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 現在は、携帯電話の普及にも見られるように、誰もが、どこにいようが高度情報通信社会に否が応
でも放り込まれている。技術革新の進展も著しく、利便性の向上も目を見張るものがある。しかし、
果たして私たちは、それに見合った情報能力を身につけているでしょうか。 
第一に、人間の体の大きさ、時間感覚、物理的なスケールでの身の回りの世界が格段に変化してい
るわけではなく、また物事を考え、創作活動など知的な人間らしい活動をするにしても、コンピュー
タの演算速度が指数関数的に高速になるようには、スピードアップできるわけではありません。 
そうなるとやはり原点に返って「人間」からみて「情報とは？」、「情報を扱うとは何か？」を、誰も
が改めて謙虚に学んでおく必要があることに気がつきます。 
このような長い議論を経て、来年度から高等学校では、国語、数学、社会、理科、英語などの科目
と同列で「情報」という科目を履修することになりました。高等学校向けには、１３社から「情報」
の教科書が出版されることになっており、この科目を教育課程に入れて、実際に、教育の場で教える
ための種々の議論が研究会、教員研修などが活発に行われている。 
 一方、高専ではどうかと顧みると、一人一台の高機能の情報端末が整備された情報処理センターで、
演習可能な恵まれた環境があり、いわゆる「情報リテラシー教育」と称して、コンピュータの基本的
な操作を取得できる教育が盛んに行われ、実績を上がってきている。そのために「情報教育」は、ど
こよりも素晴らしい教育をしているという自負がありました。 
 ところが、そのような「情報リテラシー教育」は、最近は、小中学校で行われている。レベルの差
はあるにしても、すでに、高専入学前に、それなりのスキルは身につけている学生が入学してくるよ
うになってきた。 
（現実は、このレベルの差を高専１年生で、揃えなかえればならないという新たな問題も起きている。） 
 そのような現状を踏まえて、私たちは、いろいろな場で高専の「情報基礎教育」の必要性を訴えて
きました。しかし、アンケート調査などからも、なかなか私たちの提唱する「情報基礎教育」と「情
報リテラシー教育」の違いに、理解を示される先生が少ないとうことも分かってきた。 
そこで、有志の先生を募り、「高専情報処理教育研究委員会」の中に「高専における情報基礎教育の
標準化に関する調査部会」を立ち上げ、様々な活動を行い、その一つとして、高専の低学年において
「情報基礎教育」で採用できるような教科書を２年がかりで作成し、２月には刊行の運びとなった。
この教科書「ネットワーク社会における情報の活用と技術」（実教出版）というかなり、具体的な事例
を世に出したことで、理解し、その高専での教育に取り入れる動きも活発になってきました。 
 ここで、強調したいことがいくつかあります。 
 まずは、高等学校で教育される教科「情報」との違いは、学習指導要領に縛られないため、各高専
独自性も発揮でき、高校から大学一般教育への繋がりも視野に入れた総合的な教育への取り組みを考
慮していることです。 
 また、本質的である程度「時代を超えて普遍的な事柄」は教科書で、「時代の進展で変化して行くよ
うな事柄」はインターネットを活用してＷｅｂコンテンツでフォローするというまさしくＩＴＣ時代
にふさわしい新しいメディアを使った教科書を提供する形をとることです。 
 このＷｅｂコンテンツは、全国の実際に教育に携わる高専の先生方の協同作業により、質の高いも
のができあがることが期待されており、また、「教材の共有」のみならず「教育のノウハウの共有」が
期待できます。 
 ここに述べたように、高専の情報基礎教育への取り組みを、いろいろな場で機会あるごとに訴えて
きた。その中から、最も新しい報告で、「工学教育」平成１５年１月号に掲載された論文を、許可を得
たので転載します。 
